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道外研修視察報告

　

下
條
村
は
、
明
治
22
年
４
月
１

日
に
睦
沢
村
、
陽
皐
村
が
合
併
し
、

以
後
１
２
７
年
単
独
村
で
今
に
至

っ
て
い
る
。
位
置
的
に
は
、
長
野

県
の
最
南
端
下
伊
那
郡
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
標
高
３
３
２
ｍ
か

ら
８
２
８
ｍ
の
間
に
34
の
集
落
が

散
存
す
る
村
で
あ
る
。

　

ア
ク
セ
ス
は
、
飯
田
市
街
や
中

央
道
飯
田
イ
ン
タ
ー
か
ら
車
で
約

20
分
の
距
離
で
、
平
成
20
年
４
月

に
三
遠
南
信
自
動
車
道
天
竜
峡
イ

ン
タ
ー
が
供
用
開
始
、
こ
の
イ
ン

タ
ー
か
ら
車
で
６
～
７
分
の
距
離

で
、
人
口
は
約
３
９
０
０
人
と
妹

背
牛
町
よ
り
人
口
が
若
干
多
い
が
、

高
齢
化
率
は
32
・
55
％
と
本
町
の

37
・
４
％
と
比
較
す
る
と
４
・
85

％
低
い
状
況
に
あ
る
。

　

下
條
村
の
若
者
定
住
促
進
住
宅

建
設
で
あ
る
が
、
平
成
２
年
度
か

ら
平
成
８
年
度
ま
で
は
一
戸
建
て

住
宅
54
戸
、
平
成
９
年
度
か
ら
平

成
18
年
度
ま
で
に
１
２
４
戸
を
建

設
、
合
計
１
７
８
戸
を
建
設
、
入

居
条
件
と
し
て
は
、
子
供
が
い
る

か
、
こ
れ
か
ら
結
婚
す
る
若
者
か
、

こ
の
ほ
か
、
地
域
に
溶
け
込
む
た
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め
の
村
行
事
へ
の
参
加
や
消
防
団

へ
の
加
入
な
ど
、
地
域
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
事
に
し
た
村
民
自
ら
の

行
動
力
に
感
心
し
た
。

　

ま
た
、
資
材
支
給
事
業
だ
が
、

地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
整
備
す

る
た
め
に
、
村
民
自
ら
が
施
工
す

る
工
事
に
関
し
、
村
が
そ
の
資
材

を
支
給
す
る
と
い
う
事
業
で
、
地

域
が
一
体
と
な
り
村
を
さ
さ
え
て

い
る
、
そ
し
て
、
ま
ず
、
行
動
し

改
善
し
良
い
シ
ス
テ
ム
を
、
作
っ

て
い
く
事
だ
と
思
う
と
と
も
に
、

行
動
な
く
し
て
進
歩
な
し
、
地
域

住
民
が
地
域
を
守
る
こ
と
の
重
要

性
を
改
め
て
感
じ
た
。

　

本
町
も
少
し
ず
つ
で
も
町
民
が

住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
、
さ

ら
な
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
思

◎
長
野
県
軽
井
沢
町

【
広
報
委
員
　
　
　
広
田
　
毅
】

　

軽
井
沢
町
は
、
長
野
県
の
東

端
・
群
馬
県
境
に
位
置
し
、
浅
間

山
の
南
東
斜
面
に
広
が
る
高
原
の

町
。
面
積
の
半
分
が
国
立
公
園
と

国
定
公
園
内
で
あ
る
。

　

気
候
は
、
避
暑
地
に
ふ
さ
わ
し

く
冷
涼
で
年
間
平
均
気
温
は
８
度

前
後
で
夏
で
も
平
均
気
温
は
20
度

位
で
、
冬
は
真
冬
日
が
多
く
零
下

15
度
近
く
に
な
る
日
も
あ
る
が
、

降
雪
量
は
比
較
的
に
少
な
い
。

　

ア
ク
セ
ス
、
産
業
構
造
に
つ
い

て
は
、
東
京
よ
り
長
野
新
幹
線
で

約
１
時
間
、
車
で
関
越
・
上
越
道

１
時
間
40
分
で
結
ば
れ
東
京
近
郊

迄
通
勤
圏
と
な
っ
て
お
り
、
観
光
、

保
健
休
養
地
と
し
て
発
展
し
て
き

た
町
で
あ
る
。

　

人
口
は
28
年
４
月
現
在
で

２
万
１
１
９
人
、
年
間
の
観
光
客

数
は
８
４
０
万
人
に
も
上
る
。
ま

た
、
別
荘
も
非
常
に
多
く
、
総
体

で
１
万
５
千
９
６
９
戸
と
な
っ
て

お
り
、
軽
井
沢
町
の
一
般
会
計

１
２
７
億
円
の
内
約
59
億
円
が
別

荘
の
固
定
資
産
税
収
入
で
普
通
交

付
税
不
交
付
団
体
で
も
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
様
に

産
業
構
造
は
３
次
産
業
が
中
心
で
、

本
町
と
は
財
政
面
、
産
業
構
造
も

異
な
る
町
で
あ
る
。
今
回
、
軽
井

沢
ア
イ
ス
パ
ー
ク
（
カ
ー
リ
ン
グ

ホ
ー
ル
）
を
訪
問
し
た
主
な
目
的

は
、
前
段
の
様
に
大
き
な
違
い
の

あ
る
町
の
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
の

現
状
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
果
た

す
役
割
、
課
題
な
ど
を
学
び
本
町

の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
た
い
と

の
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ア
イ

ス
パ
ー
ク
は
、
通
年
型
屋
内
プ
ー

ル
や
体
育
館
な
ど
７
つ
の
ゾ
ー
ン

に
分
け
ら
れ
た
風
越
公
園
の
中
に

あ
る
。

　

風
越
公
園
整
備
事
業
は
軽
井
沢

唯
一
の
総
合
公
園
と
し
て
、
69
億

円
の
巨
費
を
投
じ
て
平
成
22
年
よ

り
整
備
を
開
始
、
冬
季
ス
ポ
ー
ツ

競
技
人
口
の
確
保
、
普
及
強
化
、

観
光
振
興
の
一
部
と
し
て
カ
ー
リ

ン
グ
ホ
ー
ル
が
完
成
し
た
。
国
際

競
技
開
催
可
能
な
６
シ
ー
ト
の
通

年
型
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
あ
り
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
環
境
負
荷
に

配
慮
し
夏
期
は
地
中
の
水
を
利
用

し
、
冬
季
は
地
熱
を
利
用
し
た
地

中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
方
式
を
採
用
、

給
湯
空
調
の
10
％
を
賄
っ
て
い
る
。

う
が
、
今
回
の
研
修
で
得
た
事
を
、

町
民
と
と
も
に
実
行
し
た
い
。
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下
條
村
は
陸
の
孤
島
と
呼
ば
れ

る
よ
う
な
山
の
中
の
村
か
ら
、
奇

跡
の
村
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
財
政

健
全
化
に
成
長
し
た
村
で
あ
る
。

そ
の
第
一
歩
は
６
期
勤
め
た
前
町

長
の
「
自
治
体
の
体
質
を
強
く
で

き
る
の
は
、
住
民
で
あ
り
、
住
民

の
責
任
で
も
あ
る
。
住
民
が
自
治

に
是
々
非
々
の
姿
勢
で
積
極
的
に

関
わ
り
、
住
民
の
力
で
自
治
体
の

力
を
引
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
の
持
論
か
ら
、
当
選
当

初
に
行
っ
た
の
が
、
副
村
長
以
下

全
職
員
を
民
間
ス
ー
パ
ー
へ
の
派

遣
研
修
に
よ
る
意
識
改
革
で
あ
っ

た
。
同
村
で
は
徹
底
的
な
行
政
改

革
に
よ
り
無
駄
を
な
く
し
、
そ
の

財
源
を
投
資
的
資
金
と
し
て
、
少

子
化
対
策
、
資
材
支
給
事
業
等
の

施
策
に
有
効
活
用
し
て
お
り
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
多
い
に
参
考

す
べ
き
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
全
国
有
数
の
高
い
出
生

率
を
維
持
し
て
い
る
村
で
も
あ
る
。

特
に
若
者
定
住
用
住
宅
に
お
い
て

は
、
国
・
県
の
補
助
制
度
に
頼
ら

ず
建
設
し
、
所
得
制
限
は
な
く
独

自
の
募
集
を
し
て
お
り
、
そ
の

条
件
の
中
に
は
地
域
行
事
へ
の

参
加
や
消
防
団
へ
の
協
力
な
ど
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
上
で
地

域
住
民
と
の
信
頼
関
係
が
非
常

に
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
感
じ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

次
に
軽
井
沢
町
風
越
公
園
内

に
あ
る
通
年
型
カ
ー
リ
ン
グ
ホ

ー
ル
で
あ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
公

園
と
い
う
す
ば
ら
し
い
環
境
の

中
、
本
町
の
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー

ル
と
は
ス
ケ
ー
ル
の
違
う
施
設

で
あ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

◎
全
視
察
を
通
し
て

【
広
報
委
員
長
　
　
鈴
木
正
彦
】

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
平
成
27
年

度
実
績
で
３
万
６
千
９
６
６
人
、

利
用
料
は
約
３
千
万
円
、
月
別
の

利
用
数
で
は
８
月
が
冬
季
よ
り
も

多
く
こ
の
こ
と
か
ら
も
避
暑
、
観

光
、
保
養
を
兼
ね
た
利
用
と
推
察

で
き
る
。

　

カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
も
含
め
た

風
越
公
園
全
体
の
施
設
が
集
約
し

て
い
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
①

コ
ス
ト
が
削
減
で
き
る
②
い
ろ
い

ろ
な
競
技
の
観
戦
が
で
き
、
人
も

集
ま
り
賑
わ
い
を
創
出
で
き
る
。

課
題
と
し
て
は
、
①
町
内
の
宿
泊

及
び
飲
食
の
料
金
が
高
く
、
近
隣

市
町
村
を
利
用
す
る
人
も
い
る
②

町
内
外
の
利
用
者
比
が
５
対
５

の
た
め
、
町
内
者
の
利
用
率
を

向
上
す
る
。
宿
泊
に
つ
い
て
は
、

本
町
と
共
通
し
た
課
題
で
あ
る

と
思
う
。
本
町
は
宿
泊
施
設
が

少
な
く
、
宿
泊
を
伴
っ
た
カ
ー

リ
ン
グ
ホ
ー
ル
の
利
用
者
が
他

市
町
に
流
れ
て
い
る
が
、
こ
の

課
題
を
克
服
す
る
為
、
民
泊
の

体
制
づ
く
り
を
模
索
す
る
。
一

方
で
は
宿
泊
の
多
く
は
他
市
町

に
願
い
、
他
市
町
の
宿
泊
施
設

と
連
携
し
な
が
ら
新
規
の
カ
ー

リ
ン
グ
体
験
者
創
出
を
図
り
利

用
率
を
高
め
る
な
ど
違
っ
た
視

点
か
ら
の
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
る
。

　

カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
は
、
全
国

に
数
か
所
し
か
な
く
、
本
町
に
希

少
な
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

優
位
性
が
あ
る
と
言
え
る
。
軽
井

沢
で
も
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

個
々
の
施
設
利
用
策
に
つ
い
て
独

立
し
た
考
え
方
を
す
る
の
で
は
な

く
、
本
町
で
あ
れ
ば
、
う
ら
ら
公

園
ゾ
ー
ン
（
ぺ
ベ
ル
・
体
育
館
な

ど
も
含
む
）
の
施
設
と
し
て
相
乗

的
な
使
い
方
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に

大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

今
回
の
視
察
研
修
で
得
ら
れ
た
知

見
を
、
今
後
の
議
会
議
員
活
動
に

活
か
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
研

修
と
し
て
カ
ー
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
、
個
人
、
企
業
等
に

体
験
し
て
も
ら
う
な
ど
の
企
画
が

あ
り
、
法
人
向
け
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
社
員
旅
行
、
企
業
運
動
会
、

ビ
ジ
ネ
ス
研
修
に
利
用
し
て
い
る

こ
と
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
、
本
町

の
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
を
は
じ
め

各
施
設
も
、
ま
だ
ま
だ
活
躍
す
る

場
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
地
域

資
源
と
し
て
有
効
に
利
用
で
き
る

の
で
は
と
思
う
。
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
も
、
今
回
の
視
察

研
修
で
得
た
こ
と
を
参
考
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
。


